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1仏 教東漸の分析視点

釈尊の初期の説法と布教は口授伝承であった。釈尊が80歳 に してクシナガラの

地で入滅 し,遺 骨は信者たちに分 け られ,塔(ス トゥーペ 舎利塔)に まつ られた。

その3ヵ 月後,最 長老の弟子摩詞迦葉(マ ハーカッサパ)を 中心に500名 の弟子 は,

王舎城 で集まって生前聴聞 した法 と律を調出し,釈 尊の教 えを確定 しようとした。

これを第一回結集といい,編 集 された内容 は初めての仏典 となった。ゆえに仏典は

釈尊の滅後まもなく出現 したと考えられる。ところが,仏 像 はそれか ら数百年間 も

表現 されず,信 者 の礼拝対象 は塔だけであった。また仏陀の事跡を描いた仏伝図で

は,菩 提樹 台座 足跡,法 輪,そ の他で釈尊の存在 を隠す ような間接方法がとら

れ,主 役の仏陀が表現 されることはまった くなかった。これを破ってはじめて仏陀

の姿が表現されたのは,紀 元後100年 ころのガ ンダーラ地方においてであった。仏

像が出現した北西インドで同じクシャーナ朝時代に大乗仏教 も興ったことから,仏

像の出現に大乗仏教が関与 したことが説かれている。しかしながらこれはいまだに

証明されていない。いずれにしても仏像を誕生させたガンダーラ美術は,ア レキサ

ンダー大王 の遠征 に伴って広まったヘレニズムなどのギリシア文化の影響を受け

た。この点は確かである。前3世 紀にアショーカ王の帰依によって仏教はインド国

教となり,イ ンド仏教 は全盛期 を迎えた。前2世 紀 ころ,仏 教 は世界屋根 といわれ

るパ ミール高原をこえて西域に入った。同時代に中国では,漢 武帝(前156～ 前87)

が,西 域経略を打 ち出 し,張 審を大月氏 に派遣 して,旬 奴 を漠北に追い,パ ミール
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高原から長安までの西域(シ ルクロー ドの東部)を 開通 しようとしていた。

仏教 は西域の高原,雪 山,草 原,砂 漠 の ような厳 しい 自然環境 を克服 し,大 月

氏,パ ルテ ィア,ソ グ ド,ホ ータン,ク チャ,ト ゥルファン,楼 蘭,敦 煙,河 西回

廊 を通って前2年 には長安 にたどり着いた1)。 この段階では大月氏王の使者が漢の

官吏に仏法を口授したにす ぎず,仏 典 も将来されず,寺 院 も建立 されなかった。そ

うなると,仏 典 と寺院はどの ようにして中国に伝わったのか。これについて 『高僧

伝』巻一には次のように記されている2)。65年 ごろ,後 漢明帝(25～75)は 金人が

空か ら飛んで きたことを夢 に見,翌 日群臣を集め夢の意味 をたず ねたところ,傳 毅

は次のように答 えた。西域 に神があると聞いたことがあり,そ の名を"仏"と い

い,陛 下が見た夢 はきっとそれであると。明帝はそれを信 じて,票 惜 と秦景 らの大

臣 を遣わ して仏法を天竺(イ ンド)に 求め させた。察惜 らは中イ ン ドで迦葉摩騰 と

竺法蘭にあって洛陽に招来 した。2人 の高僧は仏典 と仏伝 図を将来 した。明帝は一・

行を受け入れるため寺院を建立した。それ以来,中 国仏教 は波瀾万丈の経過 をた ど

ることになった。中国はインドとはまったく異なる文化体系 を保持する社会だけ

に,仏 教 は変容 を余儀 な くされたのである。仏典漢訳だけでなく,寺 院の建立,仏

像の表現 にもそれが及んだ。その変容は,地 域の伝統文化が弱いほどイ ンド的な要

素の残存が多 く,地 域の伝統文化が強いほ どイ ンド的な要素の残存が少ないと考え

られる。このような仮説をもって小論では,儒 教 と道教の中心地であ り中国伝統文

化がもっとも守られている地域である山東に焦点をあてて,山 東仏教が どの ように

成立 し,ど の ように変容 したのかを分析 してみることにしたい。

2.中 国仏教寺院の誕生

教 団の活動 には,出 家僧 と信 仰者 の修行 の ため の諸施設,仏 像 を まつ り仏 事供 養

を行 う諸 堂,仏 舎利 を まつ る塔 な どの建物 や 空間が 必要 となる。 それ を提供 す るの

は精舎 で あ る。精 舎 はイ ン ドで比丘 たちの修行 の ため,雨 季 に一定 の土 地 を画 して

止住 させ た こ とに始 まった。 この止住 地 を ビハ ー ラ といい精舎 と訳 す。 また衆 僧の

ための 園地 の意 で僧伽 藍 とよび,伽 藍 と略す る。初 期教 団 の活動 に使用 され た代表

的精 舎 と して仏 典 に記 された もの に,舎 衛城 の"祇 園精舎",王 舎城 の"竹 林 精 舎"

な どが あ る。釈 尊 の入 滅 に際 し,そ の仏 舎利 を まつ るため の塔 が 各 地 に建 て られ

た。や がて そ こが,仏 陀 を供 養 し,説 法 を聴 聞す る場 として,在 家信 者 たちの信仰

の 中心 となった。仏 塔 はの ち に伽 藍 内 に も設 け られ る ようになった。 ガ ンダ.__.ラで

仏 像が 製造 され る と,仏 塔 の前 あるい は塔 内 に仏像 を まつ る ようにな った。仏像 の

礼 拝 は大乗仏 教 や密 教 の発達 に伴 い,諸 菩薩 諸尊 も加 えて盛 ん とな ったが,伽 藍

の原 点 はあ くまで塔 にあ った。 また,い くつ かの大 規模 な伽 藍 は大 学の機 能 も果た

した。 た とえば,最 大 規模 の伽藍 といわれ るナ,_._.ランダー には,イ ン ド各地 のみ な

らず,外 国か ら も比丘 た ちが集 ま り,し か も,所 属 部 派,大 ・小乗 は問わ ない。学

ぶ の は大 ・小乗 の教 学の ほか,サ ー ンキヤ な どの外 教 の学,論 理,医 学,さ らに建

築 な どを含 み学 芸万 般 にわ た って いた。7世 紀 に ナ0ラ ンダー で留学 した玄 婁 は,
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学ぶ者の数は1万,教 授者 は4,500と 報 じている。

白馬寺は中国最初の仏教伽藍である3)。後漢明帝が迦葉摩騰 と竺法蘭のために,

67年 に洛 陽城の西 門外 に建立 させ た ものである。白馬の名は,仏 典 を白馬に乗せ

て きたか らともいう。歴代の重修を経て近年も大修築が加えられて観光の名所とな

っている。"寺"と は中国古代 の官舎 の意である。仏教伝来に際し,イ ン ドや西域

の伝法僧が中国に入 った。伝法僧は外国人であるため,朝 廷の外交官署である"鴻

臆寺"に 接待 され仮住 まい した4)。その後,伝 法僧がますます増え,朝 廷 の官舎か

ら"寺"の 字がはず されたことに加 え,"寺"は 僧 の居住 と活動の拠点の専用名称

になった。白馬寺が建立された当初,寺 内 に経蔵,訳 経 居住 などの殿 を築いた

が,仏 舎利塔 を建 てたか どうかは不明である。仏教建築にインド的な要素が導入さ

れた最古の例は,『 三国誌 ・呉誌』 に記 されている後漢の筆融(ア ～197,後 漢末期

の武将)が 彰城(い まの徐州)で 建造 した浮屠祠 である。浮屠 は浮図とも書き,仏 陀

や塔(ス トゥーパ)の 意味である。浮屠祠 に金色 の仏像 をまつる九重銅葉からなる

相輪を掲げた楼閣があった。この楼閣は中国独自の仏教建築に類型を与えたといわ

れる。

三国時代から西晋までの200年 間に敦煙,開 封,長 安,建 業(い まの南京),呉 県

(いまの蘇州)で も新 しい寺院が建立 されたが,そ の数は少 なかった。寺院が激増し

たのは南北朝時代(439～589)で ある。南北朝の150年 間に,仏 教 は社会 に広 く普

及す るようになった。数多 くの仏教建築がつ くられ,500以 上の寺院を擁 した南朝

の都建康(南 京)や,1,000を こえる寺院が林立 した北魏の都洛陽のような都市も出

現した5)。北魏の献文帝が516年 に洛陽で建造 した永寧寺(塔 刹に30重 の承露盤をそ

びえ立たせた九重木塔があり,僧 坊千余を有した大寺),梁(502～557)の 武帝が しば し

ば捨身 した同泰寺(533年 同泰寺で行なわれた 「般若経」の講経では,無 遮大会と併設さ

れたため,30万 余の僧俗が参集したという)な どは歴 史上 に名高い寺院であ る。階の

文帝は全国に寺院を建てて仏教による国家振興を図った。その政策は唐に受け継が

れ,州 ごとに則天武后 は大雲寺 を,中 宗は中興寺のちの竜興寺を,玄 宗 は開元寺 を

建て,国 家 の安寧 と皇帝の長寿 を祈願 させた。

唐までの寺院の組織は次のとおりである。寺内の衆僧を管理 して寺務を執る役僧

に上座,寺 主,維 那の三綱があ り,と もに寺僧の推薦によって選ばれた。寺院には

僧のほかに,得 度前の童行,清 掃や耕作 などに従事する寺奴,寺 戸がいた。寺の共

有財産 を十方常住物 といい,そ の最大のものは土地であった。朝廷,貴 族たちの施

入,寺 院みずか らの買収,開 墾 によって広大な田十 を占有 し,寺 院は貴族 とならぶ

大地主であった。また,仏 教が中国社会に浸透 してい くにつれて,寺 院はそれぞれ

の地域 においていわば文化センターの役割を果たすようになった。4月8日 の灌仏

会,7月15日 の孟蘭盆会 な どの法会 には多 くの民衆が集い,境 内で は縁 日が立 ち

さまざまな演芸が催されて,に ぎわいをみせ た6)。宋の時代 になって禅宗が興隆す

ると,寺 院制度 にも変化が起 った。寺院を代表する僧を住持といい,そ れには師か

ら弟子へ と伝 える甲乙徒弟院と,広 く諸方か ら名徳 を招 く十方刹 との区別があ り,

とくに大刹の住持 は勅命 によって任ぜられた。寺院は宗派によって禅,教,律 に分
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類 され,南 宋中期には五山十刹制が定め られた。さらに禅寺の行事規範である清規

は,元 代 に 『百丈清規』 の重編があ り,こ れにな らって律宗,教 宗でも清規 をつ く

った。

3.仏 教寺院の配置 と構造

西晋までの仏教寺院は構造が単純で決まりがなかった。しかし,仏 教 の広が りに

伴い寺院に建 てられた殿堂も複雑になり,さ らに階か ら寺院の構造 もパ ターン化さ

れるようになった。寺院を構成 する主要建築は山門,天 王殿,大 雄宝殿,蔵 経楼,

鐘楼 塔,僧 坊 があ り,"七 堂伽藍"と いわれる。建物の配置 は庭園式,自 由式,

縦軸式の3つ のパター ンがある。①庭園式は,塔 あるいは仏殿 を中心に してまわり

に建物を配置する方式である。② 自由式は,複 雑 な地形変化 に応 じて建物 を配置

し,変 化のなかで整合 と均衡 を求め る方式である。③縦軸式は,主 要な殿堂 は一本

の縦軸線(南 北線)に 配置す る方式である。つ まり,山 門,天 王殿,大 雄宝殿,蔵

経楼 などの順で縦軸線にそって七堂伽藍を南向きに設置することである。さらに重

要な仏殿にはその前あるいは左右(東 西)に 伽藍殿,祖 師殿,観 音殿,薬 師殿 のよ

うな配殿が設置 される。僧侶の生活区は東西両側に配置される。左側(東 側)に は

僧房,厨 房,食 堂,庫 院があ り,右 側(西 側)に は朝礼者の宿泊区がある。仏塔の

位置は中心部ではなく,寺 院の後方あるいは離れた場所 に設置される。多 くの寺院

は,整 列,対 称,一 目瞭然の縦軸式 となっている7)。

(1)山 門 と天王殿の内部構造

寺院に入る門を山門といい,寺 院一山の正門を意味する。 山門は大きな中央の門

と左右の門と三つ連ね一門としたものであり,三 門ともよばれる。3つ の門はそれ

ぞれ違 う意味がある。真ん中は空門,左 は無相門,右 は無作 門である。これを"三

解脱門"と もい う。門か ら入 った人は解脱を得ることができる。大寺院の山門は殿

堂式に建てられている。これを山門殿といい,殿 内両脇 には金剛力士像が安置 され

る。金剛力士は伽藍守護の神であり,口 を開けた阿形(あ ぎょう)と 口を閉 じた畔

形(う んぎょう)に 作 られ,手 に金剛杵 を持 ち,勇 猛 ・威嚇 ・半裸の相 となってい

る。山門の脇には鐘楼 鼓楼が建てられる。鐘楼には時刻や緊急情報などを知らせ

るため鐘がある。太鼓を置いた楼 を鼓楼 という。鐘楼は高層とされることが多 く,

重い鐘 を支える補強の構造をもつ。

山門に入った後,最 初 に設置 された仏殿 は天王殿 である。天王殿は破邪顕正を

し,仏 ・法 ・僧 の三宝 を守る役割である。殿内には弥勒菩薩像は南向きに安置され

る。その背後には護法神である章駄天菩薩が くる。弥勒菩薩の両側に四大天王が安

置される。弥勒は釈尊に次いで仏になると約束された菩薩であ り,兜 率天に住み,

釈尊入滅後56億7千 万年の後 この世に下生 して,竜 華三会の説法 によって釈尊の

救いに漏れた衆生をことごとく済度するという未来仏である。章駄天はもともとバ

ラモン教の神で,シ ヴァ神の子 とされる。仏教に入って仏法の守護神となり,と く
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に伽藍を守る神とされる。四大天王は四方を守る護法神である。四大天王は甲冑を

つけた葱怒の武将形で邪鬼を踏む形象で須弥壇の四方に安置される。これは須弥山

の中腹にある四天工天(ま たは四大王天,四 王天)の 四方 に住 んで仏法 を守護する護i

法神であ る。東方に持 国天(提 頭頼陀),南 方 に増長天(毘 楼勒叉),西 方 に広 目天

(毘楼博叉),北 方に多聞天(毘 沙門)。『増一阿含経』や 『阿育王経』には,四 天王が

釈尊の もとに現れて帰依 したことや,釈 尊の浬葉の後に仏法 を守護することを釈尊

か ら託されたことが記され,『 金光 明最勝王経』 には,四 天王が釈尊に対 し本経 を

信奉する人々とその国家を守護することを誓ったことが説かれている。

(2)大 雄宝殿の内部構造

天王殿 の北には寺院の中心位置を占める大雄宝殿がある。なぜ"大 雄"が 付け ら

れたのか。 『法華経 ・涌出品』には"善 哉善哉,大 雄世尊",『 法華経 ・授記品』 に

は"大 雄猛世尊,諸 釈之法王"と 記 している。すなわち,大 雄は仏に対する尊称で

あ り,仏 は偉大 な法力 を もち四魔(煩 悩魔 五陰魔 死魔 自在天魔)を 降 し伏せ る

ことができる。これを拠 り所として,寺 院の正殿が大雄宝殿 と呼 ばれるようになっ

た。大雄宝殿は本尊を安置する主要堂であり,伽 藍の中心 をなす正殿 であ り,仏 殿

ともいわれる。大雄宝殿 は,本 体 は五間に裳階つ きの大型殿で,中 央の天井 を高 く

張 り,減 柱造で内部柱 を少 なくして広 く高い空間をつ くり,組 物は唐様三手先詰組

とし,外 観 は重層の荘厳 な殿堂である。

大雄宝殿で供養される本尊は時代や宗派によって違うが,一 尊仏 と三尊仏 のどち

らかである。一尊仏の場合は釈迦如来である。よくある姿勢は成仏相,説 法相,施

壇仏像の3つ である。①成仏相:釈 尊の菩提樹下成仏得道 を表す。結珈鉄坐 定印

(左手の上に右手を重ね謄前におく)あ るいは触地印(右 手を膝の前で垂れ指先を地に向け

る。釈尊の修行中に悪魔が悟りを開くことを妨害したが,こ の印によりそれを退けたとい

う)。②説法相:釈 尊の弟子たちへの説法時の状況を表す。結珈跣坐,転 法輪印(説

法印ともいう。両手を胸の前にあげ 掌を対向させ,大 指と他の1指 とを捻ずる)。③旋壇

仏像:釈 迦如来立像,施 無畏印 または与願印。施無畏印は諸仏の通印と称され,五

指を伸 ばし,掌 を外 に向け肩の前 にあげる。衆生を苦難から解脱させる意味が表さ

れる。与願印は,五 指 を伸ば し,掌 を外 に向けて垂下 し膝の辺 りにおく。衆生に願

望を実現させる意味が表される。

三尊仏には三身仏と三世仏の2パ ターンがある。三身は仏 の法身 ・報身 ・応身の

ことである。中尊は法身であり,宇 宙の真理 としての仏である。たとえば毘盧遮那

仏。左尊は報身であり,修 行によって得 られた功徳に荘厳された仏である。盧舎那

仏や阿弥陀仏などとして具象化された仏がこれに相当する。右側は応身であり,衆

生済度のために種 々に身 を変化して姿を現した仏である。釈尊はこの応身に含まれ

る。

三世仏はさらに2つ に分け られる。 まずは3つ の空間世界に同時に存在する仏で

ある。真ん中は娑婆世界(苦 しみと忍耐が多 く,人 間の住む世界)の 釈迦如 来であ り,

脇侍は文殊,普 賢の2菩 薩である。左側 は東方浄瑠璃世界の薬師如来であり,脇 侍
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は日光,月 光菩薩である。右側 は西方極楽世界の阿弥陀如来であり,脇 侍 は観音,

勢至菩薩である。 もう1つ は竪三世仏であ り,過 去 ・現在 ・未来の三世に存在する

仏である。真ん中は現在世の釈迦如来,左 側 は過去世の迦葉仏,右 側 は未来世の弥

勒仏 となっている。

4.イ ン ド仏教の受容期

(1)後 漢に始まった仏教伝 来(前2～219年)

仏教の中国初伝 は前2年 であった。67年 に白馬寺が建 て られた後,迦 葉摩騰 と

竺法蘭 は白馬寺 を道場 に仏典漢訳に励んだ。漢訳 された最初の仏典は 『四十二章

経』であった。後漢末期になってか らインドと西域の伝法僧は相次ぎ中国に到っ

た。パルティアからの安世高8)と 安玄9),大 月氏か らの支婁迦識10)と 支曜11),イ

ン ドか らの竺僧塑12),康 居か らの康孟詳13)な どがあげられる。 これ らの高僧 はた

くさんの仏典を訳出した。高い評価を得た安世高は,147年 洛陽 に至 り,167年 ま

での20余 年の間に 「安般守意経』等34部40巻 の仏典 を訳 出した。

こうした訳経 のほかに,後 漢の仏教 の特徴 と して次の3点 を上 げることがで き

る。①皇家の信仰と中国人の出家がはじまった。明帝の義弟の楚王英が熱心な仏教

者であったことは 『後漢書』に記されている。また,陽 城侯劉峻が出家 したことは

『僧史略』に記されている。②明帝求法の伝説は,全 身よ り光明を放 って空中 を自

由に飛翔することができる仏教の神通力への魅力と重なった。 しかし,神 通力 を修

得するには持戒や禅定 を積む必要がある。この実践の広がりも仏教の定着を促進し

た。③仏法が中国伝統の神仙方術に結びつけて受け止められた。人間の苦悩を解決

して民衆を救う道や法であるという仏法の本質は,ま だ認識で きるようになってい

なかった。

(2)北 方か ら南方へ広がった三国の仏教(220～265)

三国は魏,蜀,呉 が中国を統治 していた時代である。この45年 間の仏教伝来は,

地域範囲が魏か ら呉 に広が り,訳 出 された仏典 も量 と質の両面において高まった。

その特徴は次の3点 にまとめ られる。

①仏法が長江 を渡って南方に浸透 した。支婁迦識(支 謙)は 呉の支配者である孫

権 に仏法 を説 き,孫 権 の信頼を得て博士の高官 を与えられた。また康僧会14)の た

めに孫権 は建業(い まの南京)に 仏塔 を建 て させ た15)。また,孫 権 の意思で儒教,

道教,仏 教 につ いての優劣議論が展開され,仏 教が呉で もっ とも尊重 される宗教と

なった。

②仏典漢訳が充実 した。魏の訳経僧は主に曇何迦羅16),曇 帝17),康 僧鎧18),畠

延19)な どであ り,洛 陽で訳経 を行 った。呉 の訳経僧 は主に維祇難20),支 婁迦識,

康僧会 などであ り,仏 典漢訳 は武昌か らはじまり建業の地で完成した。とくに支婁

迦識と康僧会は,祖 先が西域であ り,生 まれは中国であったため 自身の中国文化へ

の造詣が深い。支婁迦識 は 『維摩詰経』 『阿弥陀経』『法句経』『太子瑞応本起経』
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などを訳出した。訳出された般若部経典は,仏 教 と玄学 との結 びつ きを促 し,仏 教

の民衆への広布に貢献 した。

③戒律がはじめて伝来した。インド仏教では,戒 律 はすべての信仰者の必須条件

である。しかし,後 漢か ら三国までの出家 は髪 を剃るだけで,仏 の定めた戒律 を受

けなかった。250年 にイ ンド律学僧雲珂迦羅が洛陽に来て,入 門は仏が定めた一・切

の戒律 を守るべ きと唱えた。このため洛陽にいる衆僧は共同で戒律をまとめた。し

かし,迦 羅はこれが複雑すぎて社会に受容されないと考え,自 ら 『僧祇戒心』 を訳

出 した。 これが 『摩詞僧祇部』の戒本一・巻である。それ以来,中 国の仏教入門は戒

律を受けるようになった。一・方,パ ルティア出身の僧で律学 にす ぐれた雲諦 も255

年に洛陽に入 り,白 馬寺で 『四分律』 を訳出 した。その後,『 四分律』 は中国律宗

の経典 となった。

(3)大 乗思想が伝来 した西晋の仏教(265～316)

西晋 の仏教 は265～316の51年 間であ る。以下 にその特徴 をあげるが大乗仏典

が大量に訳出されたのがその最大の特徴である。

①西晋の時代には333部 の仏典が訳 出された。洛陽には安法欽 ・法立 ・法炬,陳

留には竺叔蘭,広 州 には彊梁婁至,長 安には支法度がいたが,も っ とも貢献の大 き

い訳経僧 は敦煙に住んでいる竺法護i(239～316)で あった。敦煙菩薩 月支菩薩 と

称 された竺法護は,数 代 にわたって敦煙 に定住 した月支の末喬で,幼 少か ら六経 な

どの中国の古典 を広 く学習した。彼の生きた時代は,イ ン ドではクシャーナ朝で大

乗仏教が興隆し,大 乗仏典が陸続 と創作 された時代であった。 しかし,そ の大乗仏

典の多 くは中国へ伝来 しなかった。この状況の改善を志した竺法護は,師 の竺高座

とともに西域諸国を遊歴 して諸言語を習得 し,仏 典の原本 を収集 して長安 に帰 っ

た。中国各地の熱心な帰依者(た とえば長安の最承遠,最 道真父子)の 助力 を得て,

竺法護 は重要 な大乗仏典 を翻訳 しつづけた。竺法護は40余 年にわたって150部 に

およぶ仏典 を翻訳 した大訳経家 となった。鳩摩羅什の訳経活動が 『光p般 若経』

『法華経』 『維摩経』 『首樗厳経』などの諸経の改訂からはじまったことを考えると,

『出三蔵記集』 に記 されるような 「経法の中華に広流する所以は護の力なり」とい

う評価 も過言ではない。

②西晋では般若思想と大乗仏教の中国社会への浸透がはじまった。『賢劫経』『大

哀経』『十住毘婆沙論』 などの訳出は般若性空の思想の広が りを促 した。『維摩詰

経』は清談全盛の西晋から東晋にかけての貴族社会に受容 され,『 光讃般若経』 も

老荘思想 が もてはやされた西晋の思想界に受容された。また,竺 法護が訳 出した

『正法華経』 は鳩摩羅什訳の 『妙法蓮華経』の登場以前に,法 華信仰お よび観音信

仰 を中国にもたらした重要な経典である。

③道教との摩擦の中で偽仏典が現れた。西晋の時代に仏教は広 く信仰され多 くの

民衆に受け入れられた。当時の2大 都市の洛陽 と長安だけで寺院が180ヵ 所 があっ

た。 この ような仏教広布 の勢いに道教は危機を感 じるようになった。老子化胡説

は,老 子が仏教を説いた という虚構 の説である。すなわち,西 方の関所 をこえて姿
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を隠したと伝えられる老子は,実 は胡地に赴いて胡人 を教化するために仏教をはじ

めたのだといい,し たがって仏陀は老子 の変化身にほかならないと説かれた。166

年の後漢の裏楷 の上奏の一・節 に,「老子は夷秋 に入 りて浮屠 となる」とあった。西

晋の道士の王浮が道仏二教の邪正をめ ぐる僧侶 との論争に敗れた嫉妬で偽造 した

『老子化胡経』がその最初の説であった。

5.中 国仏教の確立期

317～420年 は東晋五胡十六国の時代 である。南方は漢民族が中心となっている

東晋政権であ り,北 方は五つの異民族(旬 奴,錫,鮮 卑 テイ,禿)が 中心 となった

16を 超 える政権があった。 これ を五胡十六国という。五胡十六国の君主は中国伝

統の儒教よりも西方伝来の仏教を好み,仏 教 を利用 して社会統治 を安定 させようと

した。この104年 間に仏教 は南方 と北方で異 なる発展を辿った。とくに,一 時華北

を統一 して西域 に及 んだ前秦(351～394)お よび長安 を都 にす る後秦(384～417)

の仏教は,中 国仏教史においてきわめて重要な地位を占めている。

(1)仏 法の実践 を重視 した仏図澄の大宣教

インドや西域からの伝法僧のほとんどはサンスクリット仏典を将来して翻訳に努

める訳経僧であったが,中 には訳経 を全 く行わず,実 践だけを重視する伝法僧 もい

た。その代表者は仏図澄(232～348)で ある。仏 図澄 は西域 の亀藪 出身で,9歳 で

出家,敦 煙 を経て310年 に79歳 で洛陽に到 った。 『高僧伝」の記載によると,仏 図

澄は,華 北 を制圧 した暴虐非道の後趙君主である石勒と石虎に仏法を説き,国 の軍

師 として重用 され,戦 地において数々の予言を行 った神通力を持った高僧であり,

石勒 より"大 和 尚"の 称号 を与え られた。 また,『 晋書』の記載 によると,仏 図澄

が凶暴な性格であった石勒 と石虎の信頼を獲得 し,深 い帰依 を受けた理 由は,高 適

な教理や人 目を引 く神通力ではなく,仏 図澄の持戒堅固な生活態度にあった。自ら

の持戒は言うに及ばず,石 勒や,石 虎のような残虐 さで知 られる五胡の君主に対 し

ても,五 戒の堅持 を求めたとい う。

仏図澄には訳経や著述がないにもかかわらず,外 来の仏教が中国に根づ き発展 し

たのは,彼 の79歳 か ら117歳 までの38年 にわたる実践的な宣教に負 うところが大

きい21)。中国の仏教史 における仏図澄の貢献は次の3点 にまとめられる。①石虎に

対 して漢人の出家を公許するよう導いた。②893ヵ 所の寺院を建立 し,1万 人の弟

子 を育成 した。③弟子たちが中国仏教の基礎を築 き上げた。竺法護のような訳経僧

のもとではなく,仏 図澄の ような宣教僧の門下か ら正統的な中国仏教の提唱者が現

れたところに,天 台宗や禅宗 に代表 されるような後の実践的な中国仏教の原形を見

ることができる。

(2)伝 法僧 と求法僧 に よ る空前 の訳経

五胡 十 六 国(北 方)の 仏 教 の代 表 者 は道安22)と 鳩 摩 羅什23)で あ り,東 晋(南 方)
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の仏教の代表者は慧遠と仏陀蹟陀羅であった。南北の両地域で行われた仏典漢訳は

前代未聞の成果をあげた。五胡十六国の仏教の特徴 として次の4点 を指摘すること

がで きる。第1は 『阿含経』 と 『阿毘曇』の創訳であり,こ れは主 に仏図澄の弟子

道安 と道安の弟子慧遠の貢献である。第2は,大 乗重要経論の訳出であ り,こ れは

主 に鳩摩羅什の貢献である。仏図澄 と同じ亀菰出身の鳩摩羅什は,『 大品般若経』

『金剛経』 『法華経』 『中論』 『成実論』 などの74部384巻 の重要仏典 を訳 出 した。

中国仏教の発展と各種宗派の形成に巨大な貢献を与えた。第3は,密 教経典の訳出

である。吊屍梨蜜多羅は西域から中国に赴 き,建 康(南 京)建 初寺(孫 権は康僧会の

ために建てた寺院)に 住み,317～322年 の6年 間に 『大孔雀 王神呪経』 『孔雀王雑

神呪経』『大灌頂経』 などを訳出 した。第4は,中 イ ン ド出身の僧 であ る曇無識

(385～433)は,カ シ ミールや亀 弦をへて敦煙 に至 り,412年 に北涼 により武威 に

迎 えられ,『 大般浬葉経』 「金光明経』 『大集経』『大雲経』 『海竜王経』などを訳出

した。これ らの仏典は中国仏教の発展にとって重要な意義をもち,と くに 「浬桀

経』 の影響が大 きい。
一方
,イ ンドへ求法する中国人僧 も増えた。このなかで法顕の功績はもっとも大

きい。法顕(337～442)は わず か3歳 で沙弥 とな り,20歳 の とき大戒 を受 けた。

法顕 は中国に律蔵が完備していないのをなげき,399年 に63歳 で同学の僧4人 と

長安 を出発 してイ ンドへ 向かった。敦煙から西域に入 り,ヒ マラヤを越えて北イ ン

ドに至 り,イ ンド各地やス リランカで仏典 を求め,仏 跡 を巡礼する旅 をつづけた。

30余 国を遍歴 したのち,戒 律 な どのサ ンスク リット経典 をもって,海 路帰 国の途

につ いたが,暴 風雨 に遭い,412年 に山東省 にひと り無事 に帰着 した。 この14年

間にわたる旅行 中の見聞 を著 したのが 『仏国記』(別名,r法 顕伝』,r歴遊天竺記伝』)

であ る。建康の道場寺で仏陀蹟陀羅とともに 『摩詞僧祇律』 『大般泥香経』など6

部63巻 にのぼる経律 を漢訳 した後 荊州辛寺で86歳 で没 した。 『大般泥香経』 は

竺道生らによって研究され,浬 葉宗成立の契機 となった。法顕はまた,西 域やイ ン

ドの弥勒信仰 を中国に伝えたことでも知られる。

(3)新 しい論 と教義の形成

慧遠(334～416)は,中 国浄土教の祖師といわれ,念 仏 の結社白蓮社の開祖 とさ

れる。13歳 で故郷の 山西省寧武 を離れ,許 昌,洛 陽に遊学 し,儒 教 の六経 と老荘

の玄学 を修めた。21歳 で恒 山の寺院で道安の弟子 とな り仏門に入った。379年 に盧

山で先輩の慧永にとどめ られ,江 州刺史の桓伊の寄進で東林寺を建て,そ こに住 し

た。 それ以後416年 に83歳 で没す るまで 「影,山 を出でず,　 ,俗 に入 らず」

の生活 をつづけた。盧山での36年 間,慧 遠が広 げた仏法の感化 は江南全域に及ん

だ。慧遠は,盧 山に赴いたイ ン ド僧伽提婆に 『阿毘曇心論』『三法度論』,曇 摩流支

に 『十諦律』,仏 陀蹟 陀羅に 『修行方便禅経』などの仏典の訳出を依頼 した。また,

鳩摩羅什が長安 に迎え られる と,慧 遠は鳩摩羅什 と往復書簡を交わし,経 典 につい

ての疑問点等をただ した。その書簡集が 『大乗大義章』である。また,慧 遠 は道安

の般若学 を継承 し,"念 仏三昧"の 教義 を説いたのである。念仏三昧は,無 常観 と
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三世因果応報の本質を理解 し,『般舟三昧経』 をもとにした ものである。慧遠を中

心とする盧山教団が隆盛となるにつれ,当 時の国家権力 との摩擦 は避け られなかっ

た。東晋の実力者桓玄が,仏 教教 団の王権への従属 を要求 したが,慧 遠 は 『沙門不

敬王者論』 を著 して反対 した。

道生(355～434)は 幼少時か ら竺法汰に随 い出家 し,15歳 で講座 に登 った。当

初 は盧 山で慧遠に師事 した。401年 に鳩摩羅什が長安 に到来 し経論 を翻訳すること

を知 り,慧 観 慧叡 慧厳 らの僧 たちと共に北へ向かい,羅 什の弟子 とな り,羅 什

門下四聖の1人 に数 えられた。羅什 は法華経を訳したことで高 く評価されたが,道

生 は羅什 の思想を受 け継 ぎ,法 華経義疏 を著 し,後 の天台智顕へ と繋がってい く法

華経解釈をはじめた。このことにより当時は,唯 識 また般若教学 に傾いていた教学

を法華経へと導いたといわれる。羅什が413年 没 した後に,法 顕が訳 した大般泥.S

経六巻(浬 桀経の前半部)が 伝 えられ,羅 什 門下の衆僧 は泥沮経 の研鑛 をはじめた。

しかし,衆 僧が経典の表面 に固執 して深 く仏意を思惟 しないことに対 し,道 生は
"悉有仏性説"に 基づいて"頓 悟成仏"の 義を主張 し

,二 諦論,法 身無色論 善不

受報 仏性 当有論な どを著 した。また,当 時の浬葉経は前半部 しか伝 わってお ら

ず,そ こには關提(仏 法を否定し誹諺し悔悟しない人)は 成仏 しに くい ことが説 かれ

ていたのである。 ところが,道 生 は泥恒経か ら仏意 を悟 り,"關 提成仏"の 義を宣

揚 した。 しか し,こ の義 は他の衆僧 に理解されなかったため道生は追放された。そ

の時に道生は 「我が所説は,も し経義に反すれば現身において痛疾を表さん。もし

実相と違背せずば,願 わ くば寿終の時,獅 子の座に昇 らん」 と誓い,蘇 州の虎丘寺

に立 ち去 った。430年 に道生 は再 び盧 山に戻 った。同年,南 宋 に曇無識訳の北本浬

葉経(泥 沮経に書かれていない後半部を含む浬葉経)が 伝 わ り,慧 観 らが法顕訳の六巻

泥沮経 と統合訂正 して 『南本 ・大般浬葉経』を完成 した。そこには關提 も成仏する

ことが説かれており,道 生の唱えた關提成仏の義が正 しいことが証明され,衆 僧 た

ちはその先見の明 に感嘆 し服したといわれる。道生の業績は,唯 識 ・般若か ら法

華 また浬葉へ と導いたことは,後 に智顕が開いた天台宗にも影響を与えたといわ

れる。

僧肇(374～414)は 長安 の人であ り,若 くして中国古典に通 じ,と くに老荘思想

を好んだ。 しか し,『維摩経』 を読んで深い啓発 を受けたことをきっかけに仏教に

帰依 した。のち鳩摩羅什に師事して羅什の伝えた竜樹の大乗教学を学び,師 の訳経

事業 も手伝 った。物不遷論 ・不真空観 ・般若無知論 ・浬葉無名論 ・宗本義の五論か

らなる 『肇論』は,仏 法の新 しい論 として,老 荘的表現 を取 り入れなが ら般若空の

立場を鮮明にし,中 国仏教史のみならず中国思想史にも多大な影響を与えた。

(4)造 像技術の発達 と石窟彫刻の盛行

東晋五胡十六国の時代に寺院に仏像を安置して信仰することが広まった。そのた

め多様な材料を用いて仏像をつ くる技術が発達した。有名な作品には,道 安が嚢陽

檀渓寺で造った丈六の釈迦金像 竺道隣が山陰昌原寺で造った無量寿像,戴 逡 と息

子が山陰霊宝寺で造 った阿弥陀仏 と脇侍二菩薩木像などがある。また,銅 造菩薩立
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像をはじめいくつかのガンダーラ風の金銅仏像 も造られた。中にはまだ現存してい

る仏像もある。たとえば,サ ンフランシス コ ・アジア美術館蔵の銅造如来座像は,

後趙の建武4年(338)の 銘 をもち,ガ ンダ.___ラ風 を基 に した中国化 の様式が認 め

られる。さらに,366年 に敦焼で莫高窟が開難 された。以後中国では石や銅を主な

材料 とする単独像 と,石 窟や磨崖の造像が盛行する。また,著 名 な画家顧榿之(344

～408)は 中国最初の仏画家で もある。作 品には 『浄名居士図』「八国分仏舎利図』

『康僧会像』などがある。

6.山 東仏教の成立

(1)泰 山僧朗が開いた山東仏教

仏図澄が348年 に没 した後,弟 子たちは各地に赴いて宣教 をつづけた。道安は山

西 ・河南 ・湖北などに入 り中国仏教の確立に尽力した。法和は四川に行き西南仏教

の教学を開いた。法汰は南京に行き江南般若学の大家になった。そのなかに京兆人

(現在の陳西西安)竺 僧朗(生 死年不詳)も いた。竺僧朗は中国伝統文化の中心地一山

東での宣教を決心 し,351年 に山東泰 山に入った。か くして山東仏教の幕が開けた

と 『高僧伝』には記されている。外来宗教の伝播がほぼ不可能 と思われる儒教 ・道

教の聖地に仏教を広げた勇気ある行動は後世に敬われるところとなった。

漢武帝以後は,儒 教が国家治世の原理 として圧倒的な勢力をもつようになった。

漢の朝廷で活躍した儒者の多 くは山東出身であった。東晋五胡十六国の時代は弦学

が興隆したにもかかわらず,儒 教の発祥地お よび大本営であ り,道 教の中心である

山東では伝統宗教が依然 として支配的存在だった。とくに泰山は,孔 子の生誕地 曲

阜 に近 く,道 教のもっとも重要な霊 山であ り,黄 河文明のシンボルでもある。泰山

主峰の玉皇頂は標高1,545m,山 麓地帯 は安定 した自然 をもち,大 波口文化,竜 山

文化 などの新石器時代遺跡 も多 く分布する。平坦な華北平原の東にそびえ立つため

古 くから注 目され,五 岳の うちの東岳 として岱宗(五 岳の首峰)と も呼ばれた。 『詩

経』 悶宮 に 「泰山巌巌 魯邦所坪(け わしくそびえる泰山は,魯 の国から行 くところ)」

とあるように,多 くの古典にも記 されている。泰山は伝説の聖人や孔子,孟 子 も登

り,中 原諸侯の会盟が行われるなど,黄 河文明の象徴的存在である。天子の行う最

高の儀式とされる封禅(皇 帝が天を祭る)は,泰 山で行 うもの とされ,秦 の始皇帝

か らは じまった。以後,漢 の武帝,後 漢の光武帝 ・章帝,唐 の高宗 ・玄宗,宋 の真

宗,清 の康煕帝などがこれに倣 った。泰山の山上山下に堂廟が建てられ,露 岩には

題字が刻 まれるなど,文 人墨客の訪れる名勝 の地 となっていった。これらの訪問者

の残 した詩詞の類も数えきれない。山下の天既殿は宋代に建てられた宮殿式建築で

あり,そ れ より山頂 に至 るまで紅門宮,万 仙楼,壺 天閣,普 照寺,中 天門などは著

名な道観である。

山東に仏教を広めるため,僧 朗 は仏図澄 と同 じように,仏 典漢訳ではなく,寺 院

を建て教団を形成 し,そ れを拠点にして活動する方法 をとった。僧朗は351年 に泰

山西北 の金輿谷毘瑞 山に最初の精舎を建てた。この精舎は"朗 公寺"と よばれた
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が,階 の時代 に神通寺に改名 された。神通寺には階代に建てられた四門塔 と唐代に

開繋された千仏崖,お よび朗公塔がある。611年 に建 てられた四門塔は中国で現存

するもっとも古い塔の一つといわれている。金輿谷には虎が出没するため人々は1

人で山を歩 くことができなかった。必ず杖を持ち,群 集で歩かなければ危険であっ

た。 しかるに僧朗がこの谷に住むようになってから,虎 は人に危害を加 えな くな

り,夜 も無事に通行できるようになった。そのため百姓は僧朗の神異とその高徳を

たたえ,こ の金輿谷 を"朗 公谷"と 呼ぶ ようになった24)。朗公の神異は 『神僧感通

録』のなかに次のように記されている。「旧谷虎多し。朗の之に居するより,家 犬

の如 し」。北魏鄙道元(?～527,中 国はじめての地理学者)は 『水経注』 巻八で次の

ように記 している。「沙門竺僧朗あり。少にして仏図澄に仕えり。碩学にして淵通,

尤 も気緯 に明らかな り。此の谷 に隠る。因りて之を郎公谷という。」

僧朗は 『放光般若経』についても造詣が深かった。これについては 『高僧伝』巻

五に次のような記述がある。「竺僧朗は幼少より諸方を遊歴 したが,の ちには長安

において放光般若経の研究と講義に励んだ」と。僧朗は泰山に入ってからも講義を

つづけた。前秦永興時代(357～358),隠 士張忠 は"永 嘉 の乱"を 避けるため泰 山

西北の支脈 である霊巌山の主峰である方山(別 名,玉 符山,海 抜668m)に 入 り,生

気 を吸い込み仙人になるための修行に励んだ。隠士張忠は道術にす ぐれた道士であ

り,彼 の伝記は 『晋書』巻九十四 「隠逸伝」に記されている。僧朗は張忠と議論し

た り交流 した りする仲間となり,彼 の道場で しば しば 『放光般若経』を講義 した。

『神僧伝』の記載によると,朗 公の説法は,毎 回,聞 く者千人余。ある説法の とき,

精彩の ところになると,周 りの石 も感動 して うなずいた という。朗公は,こ の山に

は霊があ り,説 法に感化 されてお り,浬 葉 したらここに骨 を埋 めると決意した。そ

れ以来,こ の山は霊巌 と呼ばれるようになった。僧朗は霊巌山を切 り開き,霊 巌寺

の建設 を始めた。

(2)六 ヵ国の君主 に尊信 された僧朗

碩学僧朗は,仏 法 に精通するだけではなく,占 トにも通 じてお り,吉 凶の予言に

卓越 した能力 をもっていた。さらに,虎 を征服 して石 を感化 させた という神異は,

僧朗の名 を広 く伝播 させ,神 聖 として崇拝 されるようになった。戦争に勝つため前

秦皇帝符堅(351～384)は 僧朗 を招 こうとした。符堅 は深い敬意をはらった書簡を

送 り,僧 朗 を都 に迎えるための使者 と車を派遣した。その時の土産品は紫金数斤の

金の仏像およびあや絹30疋 であった。これに対 して僧朗 は,自 分の体力の衰 えを

理 由に符 堅の要請を断った(唐 ・道宣r広 弘明集』)。363年 に符堅は仏教教団の粛清

にふみ きったが,僧 朗 の教団は戒律 を厳正 に守 っているので,そ の粛清の対象 から

外 したのであった。この事実は 『高僧伝』に記されている。僧朗はさらに北魏の初

代皇帝拓蹟珪(371～409)か らも尊信 を受けた。拓践珪 も軍事顧問として僧朗を迎

えようとした。胡族の君主たちだけでなく,東 晋 の孝武帝司馬曜 も僧朗 に書簡を送

った。そのほか,後 燕皇帝慕容垂,南 燕皇帝慕容徳,後 秦皇帝銚興 も竺僧朗 に書簡

を送った。 とくに南燕皇帝の慕容徳は使者を派遣 して,僧 朗 に東斉王 とい う称号
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と,奉 高(い まの泰安)と 山荏(い まの長清)の2県 を下賜 しようとした。そ こで僧

朗は東斉王の号を辞退し,2県 の租税 だけを受けた。

多 くの君主からの招 きがあったにもかかわらず,僧 朗 は85歳 で没す るまで霊巌

寺か ら一歩 も外へ出ることはな く,ひ たす ら修禅 と読経 にはげんでいた。僧朗は,

朝廷か らの高い評価 と財政支持 を生かして霊巌寺の建設 と山東教団の拡大を大いに

促 した。霊巌寺を初期には十区しかなかった精舎を数百区までに拡張し,多 くの僧

が同時に修行できるようになった。

(3)山 東仏教における教団の変容

北魏太武帝は446年 に寺院か ら武器 を見つけ出 した ことを理由に,中 国はじめて

の国家権力 による仏教迫害を発動 した。これを魏武の法難という。多 くの僧尼は寺

院から追い出され還俗 し,大 量の寺院が壊 された。霊巌寺は520年 までの約70年

間にわたって荒廃 したが,そ の後は法定禅師の努力 によって再建された。その後の

50年 間は,霊 巌寺 は拡大 をつづ けて全 国的 に有名な大寺院になった。第2回 の周

武の法難は574年 と577年 の2回 にわた り,こ のときは文武百官を集 めて儒 ・仏 ・

道の三教の優劣を論 じさせたのち,仏 教のみな らず道教 も廃 された。...巌寺 も2度

壊 され衰退 した。 しか し周武帝が没 した後 法難が解除され,仏 教 は復興の道を再

びた どった。 これにともない霊巌寺も復興 して更なる発展を遂げた。

595年 に階文帝 は岱岳 を参拝 したのち,仏 を表敬す るため霊巌寺 を訪れた。皇帝

の来訪は霊巌寺の地位と知名度を大きく高めた。唐の貞観時代(627～649),高 僧

慧崇 は霊巌寺を再建するための新 しい計画を打ち出し,敷 地 をさらに拡張 し,千 仏

殿や御書閣などの建造 をは じめた。この大規模な建設によって霊巌寺は大 きく発展

した。その後 も般舟殿や辟支塔などが陸続 と建立された。665年 に唐高宗 と皇后武

則天は封禅のため泰山に行 く途中で霊巌寺に10日 間も滞在 した。皇帝,随 行官員,

数千人の兵隊を同時に受け入れて接待できる霊巌寺は,そ の地位,規 模,実 力を世

に示 した。唐元和年間(806～820),宰 相李吉甫 は 『十道図』 を編纂 し,霊 巌寺 を,

漸江省天台宗 の国清寺,湖 北省江 陵の玉泉寺,江 蘇省南京 の棲霞寺 と一緒 に"四

絶"と 称 した。 しか しなが ら,唐 武宗 は会 昌五年(845年)に 第3回 の会昌の法難

を発動 した。霊巌寺 も逃れられず6年 間の荒廃 を経験 し,851年 に,住 持が朝廷 に

陳情 して霊巌寺の修復が認められた。

宋代(960～1279)に 拡張整備 された霊巌寺は史上最大規模に達 した。1008年,

宋真宗が泰山封禅に行 く途中で霊巌寺を訪れた。1066年 か ら彩絵塑像 羅漢像の造

像が始 まった。殿閣50余,禅 房500間,僧 侶500人 を擁 した霊巌寺は,"四 絶之中

処最先"と 称 され,四 絶の トップの位置を占めるにいたった。元の初代皇帝フビラ

イは,元 至4年(1267),霊 巌寺 に副長老 となる正広副寺の編制,税 金免除な どの

特別優遇措置 をとった。同年に正広長老に"普 覚大禅師"の 称号を授与 した。 これ

らの点 は霊巌寺内の 『元聖旨碑』に刻 まれている。また,明 代皇帝 明英宗 は1455

年に 『大蔵経』 を霊巌寺 に授与 した。清代乾隆皇帝(1736～1795)は9回 も霊巌寺

を訪れ,百 余 の詩 を残 した。
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(4)山 東仏教にお ける教義の変容

僧朗は泰山に身を寄せながらも,仏 法教義における外部 との交流 を図った。363

年,僧 朗は同窓である道安 を長安か ら霊巌寺に招き,仏 法教義を討論す る"金 輿谷

の会"を 開いた。その状況 は 『高僧伝』巻五 「法和伝」に次のように記されてい

る。道安はかつて弟子の法和 とともに泰山の金輿谷で法会を営んだが,そ の とき,

2人 は山頂で遥か彼方 を望みつつ,死 後の帰趨 について論 じた。道安は,「 法師は

心 を持つ こと在 る有れば,何 ぞ後生 を催れん。若 し慧心萌 さざらば,す なわち悲 し

むべ し」 と語 った。つまり,修 行 して智慧が備われば,そ のまま解脱 に到達で きる

のであ り,も う輪廻転生することを畏れることはない,と い う意味である。

僧朗がかつて長安で 『放光般若経』を講義していたとき学僧の中に僧叡がいた。

僧叡がさまざまな意味深い質問をして僧朗から高い評価を得たことが 『高僧伝』巻

六に記されている。僧叡は性空について深 く理解したのち鳩摩羅什の翻訳助手にな

り,羅 什が訳 出した 『智論』 『中論』『十二門論』『小品般若経』『大品般若経』など

に序を著した。羅什門下四聖の1人 に数 えられた僧叡は霊巌寺 に到 り僧朗の講義を

聴いたこともあるという。こうしたことから,僧 朗の時代 に山東仏教 は般若経 を中

心に教義を展開したことがわかる。その後も,羅 什 の弟子たち との交流が続いたた

め,山 東仏教は天台宗の教義 も取 り入れ,中 国仏教 の主要教団の1つ になっていた

と考 えられる。

713年 に禅宗北宗開祖神秀はその弟子降魔禅師を霊巌寺に派遣した。以来,霊 巌

寺 は禅宗北宗の北方 における活動中心 となった。禅宗の教義は,仏 法の真髄 は坐禅

によって直接 に体得されるとし,教 外別伝 ・不立文字 ・直指人心 ・見性成仏の4点

を主張す る。霊巌寺 は,降 魔禅師が 中心 となる禅宗北宗から,浄 如や道詞が中心 と

なる黄龍宗,玄 公が中心 となる雲門宗,広 深 が中心 となる臨済宗へ と変遷した。元

代に入ったのち霊巌寺は曹洞宗の中心地 となった。 したがって713年 か ら現在 まで

の1200年 間,山 東仏教 の教義は主に禅宗であったといえる。

7.霊 巌寺 の変遷

霊巌寺は山東仏教の中心であり教団の拠点であった25)。僧朗 の時代から現在 にい

たるまでの約1700年 にわたって4回 の法難(三 武一宗)と 多 くの戦乱に遭い,破 壊

され荒廃 した精華がた くさんあったに違いない。しかし,霊 巌寺 はすべ ての苦難 を

の り越 えて現在でも生命力を保っている。現在 も数十名の出家僧が修行してお り,

毎年,仏 教活動 と法事 に多 くの信者が集っている。筆者は2008年3月 に霊巌寺 を

再訪 した。筆者が撮影 した写真(図1～6)を 用 いて,よ く利用 されている主要仏

殿 の実態について考察してみる。

(1)世 界一の彩絵泥製羅漢像

霊巌寺の山門は金剛殿 とよばれ,元 代 に建て られたのである。2体 の金剛はすで

に壊れて,現 在の金剛は1985年 に新 たに造 られたものである。山門に入るとすぐ
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天王殿 が あ り,中 に弥 勒菩 薩 が安 置 されて い る。 両脇 には 四天王 が あ る。 しか し,

も との仏像 はす で に壊 れて,現 在 の ものは1994年 に再 造 され た もので あ る。 天王

殿 を出 る と両側 に鍾楼 と鼓楼,前 に大 雄宝殿 があ る。大 雄宝殿 は宋 政和 年 間(1111

～1114)に 建 て られ,当 時 の名 は"献 殿"で あ った。 明正 徳(1506～1521)年 間 に

魯 王 の 出資 で 三尊 像 が造 られた た め,大 雄 宝殿 の名 に変 更 され た。清 代 に なる と

十 六羅 漢像 も両側 に造 られた。 しか し,当 時 の仏像 は これ も またす で に壊 れ た た

め,い まの釈 迦 如 来,薬 師如 来,阿 弥 陀如 来,脇 侍 の菩 薩仏 像 はす べ て1994年 新

たに造 られた もの であ る。大雄宝殿 の前 に五花 閣が あるが,す で に壊 れて残壁 しか

見 え ない。

五花 閣の奥 に千仏 殿 が ある。千 仏殿 は唐 貞観 年 間(627～644)に 建 て られ,宋 嘉

祐6年(1061)に 再建 され,明 嘉 靖 年 間(1522～1566)に 重 修 され た。 千仏 殿 は霊

岩寺 の主殿 で あ る。 殿 内真 ん 中 に は1.23m高 さの石 製 須 弥座 が あ り,上 に三 身仏

が安 置 され てい る。 中尊 は法 身 の毘盧 遮那 仏(ビ ルシャナ)で あ り,高 さ5.46mの

金像,宝 冠づ け,蓮 華座,説 法 印 となってい る。花 弁の形 の光背 は天界 のイ メー ジ

を呈 してい る。千 葉蓮花 の形 となって いる蓮華座 は宋 代 の木刻 で ある。蓮 の1花 弁

が1三 千 大千 世 界 を表 し,蓮 華座 全 体 が 華蔵 界 を意味 す る(図1)。 東側 の左 尊 は

報 身 の盧 舎 那 仏(ル シャナ)で あ り,高 さ3.87m,全 身 に金箔,肉 髪 相,触 地 印 と

な って お り,銅2,500キ 「ロで鋳 造 され た とい う。 火焔 の形 の光 背 には悪 魔 野 獣

美女 な どが配 され てお り誘 惑 の世 界 を呈 してい る。西側 の右 尊 は応 身の釈 迦 牟尼 仏

で あ り,高 さ3.67m,茶 色,肉 讐 相,

図1千 仏殿内三身仏中尊の毘盧遮那仏

5.46mの 金像 宝冠づけ,蓮 華座,説 法印。

蓮華座の1花 弁が1三 千大千世界 を表 し,
蓮華座全体が華蔵界を意味する。

禅定印となっている。銅2,500キ ロで

造 られたとい う。舟の形の光背は花園

のイメージを呈している。三尊仏像は

すべて結珈跣坐,端 正 な容貌,筋 模様

がなめ らかな服装 となっている。三尊

仏像背後の壁および周 りの壁に高さ

30セ ンチほ どの瞑想 す る仏像 がはめ

られている。その数は1千 体 もある。

千仏殿 と呼ばれるゆえんである。

千仏殿の4壁 に沿 って40体 の彩色

上絵 の泥製羅漢像が安置 されている。

これは霊巌寺文物の精華であ り,国 宝

に定め られている。泥で造 られた塑像

は約1000年 を経て きたが,い まなお

色が鮮やかで,表 情が生 き生 きとして

いる。羅漢像は80セ ンチの高 さの レ

ン ガ ー 台 座 に 置 か れ,座 高1 .80～

1.90m,普 通 の人 間 よ り少 し大 きい。

羅漢は煩悩 を解脱したが菩薩の境地に
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入っていない修行者であるとの考慮

で,羅 漢像 は現実の人間にきわめて近

い表情,性 格,形 体 を有す るように造

られてい る。40体 の羅漢像 は,同 じ

ものが な く,い ずれ も形体 が太痩老

若,個 性が豊かで写実的である。ある

ものは穏やかな表情を見せ,あ るもの

は眼光鋭 く激 しい表情で,ま たある も

のは懐疑 的に浮かばぬ表情を見せてい

る。あるものはきちんと装い,あ るも

のは胸 をはだけている。服装はすべて

に華やかで派手である。手の表情 も豊

かであ り,指 差す方向を見 ると,そ こ

に確 かに何 かが ある ような錯覚 を受

け,つ いその方 を見 て しまう。 また,

顔,胸,手 足 などに露出 した筋肉と骨

格の細かい脈絡をみると,羅 漢像 をつ

くった人たちは人体解剖に豊富な知識

を持っていたことがわかる。40体 の

塑像の うち,32体 は宋治平3年(1066)

に造 られ,8体 は明代 に補造 された も

のである。なかには霊巌寺開祖僧朗の

羅漢像もある(図2)。

千仏殿 の入 口に清末著名学者梁啓超

(1873～1929)の 筆 に なる 「海 内第一

名塑」 と,書 画大師劉海粟の手になる

「天下第一名塑」の石刻が置かれてい

る。霊巌寺の彩絵泥製羅漢像の造像方

法はいままでの仏像づ くりとは全 く異

なっている。インドやガンダーラの要

素は全 く見えず,敦 煙莫高窟の壁画技

術の影響 も受 けず,こ れは儒教 と道教

の造像方法 を融合した中国東部独特の

造像手法であり,山 東仏教に しか見 え

ない特徴であるといえる。

(2)40枚 の ア シ ョー カ王浮彫 群

千 仏殿 の西北 に僻支 塔 があ る。 これ

は 霊 巌 寺 の シ ン ボ ル で あ る(図3)。

図2世 界一の彩絵泥製羅漢像

千仏殿に40体 の彩絵泥製羅漢像が安置さ
れている。これはその1つ である山東仏教
と霊巌寺開祖僧朗の羅漢像。

姦

磯襲 蓼義
難鴨

羅灘 鵡
鵡 、

図3霊 巌寺 のシンボルである僻支塔

54mの 高 さ,楼 閣式。 塔基 は石 で築 いた

八角形 の台座,塔 身は青煉瓦。
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僻支塔は唐天宝十二年(753)に 建 て られたが,法 難や戦乱 で破壊 された,数 度 に

わたる修復 を通 じて,宋 嘉祐2年(1057)に 完成された とい う。僻支塔 は八角九層,

54メ ー トルの高 さ,楼 閣式の煉瓦製塔である。境内のどこからでも見える。塔基

(塔の基礎)は 石で築いた八角形の台座 であ り,塔 身は青煉瓦で造 られた。各層には

四門四窓が飾 られている。塔身には鉄製の塔刹が付けられている。宝蓋(頂 点)か

ら8本 の鉄チェー ンが下へ垂れて8個 の金剛 とかみ合 っている。この塔の製造技術

は極めて高い。霊巌寺には歴代の住持や高僧の仏舎利をまつる墓塔林がすでにあ

る。ところで,高 さ54mの 僻支塔がいったい何の 目的で造 られたのか。いまだに

不明のままである。塔の下に複雑な機関が設置され現在では発掘できない状況にあ

る。そこには釈尊の仏舎利がまつられ霊巌寺を鎮護しているとの説もある。

僻支塔にはもう1つ の謎がある。それは塔基の立面ごとに5枚 の浮彫 があ り,8

つの立面に計40枚 の浮彫が造 られていることである(現 存37枚) 。 この40枚 の浮

彫は,古 代 イン ド,マ ウリヤ朝第3代 の王アシ ョーカ(前268～ 前232)の 生涯 を描

いている。アショーカ王は残酷な性格で,即 位後 しば らく暴政 を行 っていた(暴 虐

のアショーカ)。図4は 楽 しい地獄 の中の蓮華 を描いている浮彫である。暴虐のアシ

ョーカ王は,王 自らが刑 を執 るのはよ くない との家臣の配慮から死刑執行人を用意

しようとした。国一番の外道ギリカに,外 側は美 しいものの,そ れにつ られて中に

入 ると殺 され る"楽 しい地獄"を 建設することを命令 し,ギ リカをその番人 とし

た。ある 日,一 人の比丘が楽 しい地獄の前 を通 りかかり,そ の美 しさにひかれて中

に入 って しまった。ギリカは即座に殺そうとしたが,比 丘は 「私は悟 りの境地 を得

ようと修行 してきました。その目的を果たさないうちは死ねません。一週間待って

ください」 と頼んだ。比丘は一一週間,こ の世の無常 について瞑想 しつづけ,つ いに

悟 りを得ることがで きた。そこに,ギ リカが現れて,比 丘 を熱い油でみちた大釜の

中に投げ込んだ。もう死んだ頃かと中をのぞ くと,熱 い油の中には一本の蓮華がは

え,比 丘はその上で涼 しげに結珈鉄坐を組んでいる。驚異を聞いてやってきたアシ

ョーカ王に対 して比丘は説法 し

図4楽 しい地獄の中の蓮華

熱い油で満ちた大釜の中に投込まれた比丘は一
本の蓮華の上で結珈朕坐を組んでいる。

た。 これ を聞 いた ア シ ョー カ王 は

今 までの残 忍 な行 い をやめ 善行 を

積 む こ とを決 心 した。

ア シ ョー カ王 は,在 位 第9年

(前259)に イ ン ド半 島北 東 部 の カ

リ ンガ国 を征服 し,南 イ ン ドの一

部 を除 く亜大 陸全域 の統一 を達成

した。 しか し,こ の 戦 争 は10万

人 が殺 され15万 人 が捕 虜 とな っ

た きわめ て残虐 非道 な ものであ っ

た。 ア シ ョー カ王 は,自 らの行 い

を悔 やん だ。 ある 日,仏 教 長老 の

と こ ろ に 行 き,長 老 の 開示 を得
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て,武 力 征 服 政 策 を放 棄 し,法

(ダルマ)に 基 づ く政 治 を行 うこ と

を決意 した。 図5は 長老 が ア シ ョ

ー カ王 に説法 を描 い てい る浮 彫で

あ る。深 く仏 教 に帰 依 した ア シ ョ

ー カ王 は
,仏 法 に従 った統 治 を心

が け,理 想 の 君 主 となっ た(慈 悲

のアショーカ)。 また,イ ン ド各地

に石柱 を建 て,そ こに釈 尊 の教 え

を刻 み仏教 を広 め た。 アシ ョー カ

王 は仏教教 団 を手厚 く保護 し,領

内 に8万4000の 仏塔 を建 て,仏

跡 を訪 れて供 養 し,第3回 仏典 結

集 と西 方へ の伝 法 を促進 した。 ア

シ ョー カ王 は晩年 に仏教 教 団へ の

莫大 な寄進 を企 てた ため,そ れ に

反対 す る王 子 や大 臣 に幽 閉 され,

苦悩 の うち に死去 した と伝 え られ

て い る。 ア シ ョー カ王 が建 てた8

万4000の 塔 の1つ は,中 国漸 江

寧 波府 の ア シ ョー カ王 山広利 寺 に

あった とい われ る26)。

ア シ ョー カ王 の生 涯 を描 い た

40枚 の 浮 彫 は,刻 線 詳 細,構 図

厳 格,重 点 明確,中 国伝統 の彫刻

手法 に よる ものであ る。人物 の形

象 と服 は中国化 され てお り,と く

にア シ ョー カ王 は完全 に中国皇帝

の 形 象 に さ れ て い た(図5,仏 の

右側の人物)。 ア シ ョー カ王 の生涯

図5ア ショーカ王への説法

アシ ョーカ王は前259年 カ リンガ国を征服 した

後 自らの行 った悲惨 な戦争 を悔 やんだ。煩悩
の中で仏教長老を訪ね,説 法 に開示 され仏教 に

深 く帰依 した。

図6石 刻芸術にあふれる墓塔林

墓塔林は霊巌寺歴代住持および高僧の仏舎利を
まつるための石塔群である。塔の総数は167,
墓碑の総数は81。

を描いた40枚 にも上 る浮彫群 は中国で霊巌寺 にしか残存せず,

る。

きわめて貴重であ

(3)石 刻芸術にあふれる墓塔林

僻支塔か らさらに先に行 くと,慧 崇塔 を含み墓塔林が見 える。墓塔林は霊巌寺歴

代住持および高僧の仏舎利をまつるための石塔群である。塔の総数は167,墓 碑が

81も ある。塔 と碑 に文字が刻 まれている他に,芸 術性 の高い精巧 な彫刻が施 され

ている。墓塔林は石刻群でもあり,そ こに唐か ら明までの石刻技術 と芸術の変遷が

記録されている。塔と碑の形状は方碑形,鐘 形,太 鼓形,経 瞳式,楼 閣式など多 く
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の種類がある。基礎や塔身には托塔,力 士,飛 天,舞 伎,獅 子,飛 馬,蓮 華 など多

種多様 な ものが刻 まれている(図6)。 霊巌寺 の墓塔林 は少林寺 につ ぐ中国2番 目

の規模である。なかには第39代 住持である日本人僧郡元の塔 もある。墓塔の碑銘

の冒頭には 「日本留学僧召口元」と刻まれ,銘 文 には召口元の生涯が記述 されている。

郡元は今から約800年 前,宋 代末ごろ 日本か らの留学僧 として中国に渡った。その

後 彼は一念を発 して山東にある霊岩寺を目指すことになる。青年僧郡元は霊岩寺

で懸命に修行し,最 高位の住持 とな り,山 東仏教の発展 に貢献 した。

8.山 東仏教の限界一儒 教 と道教の聖地

仏教はインドから西域を通 して中国へと伝来した。前2年 の初伝か ら中国社会 に

定着するまでの320年 間は,2つ の流れが絶 え間な く続 いていた ことがはっきりし

ている。その1つ は,イ ン ド・西域 ・中国の訳経僧 は仏典を将来して漢訳を行い,

仏法の経 ・論 ・義 を広げた経典 を重視する流れである。その代表者は鳩摩羅什であ

る。もう1つ は,寺 院を建立 し,教 団を組織 し,宣 教 を実施 した仏法の実践 を重視

す る流れである。その先駆者は仏図澄である。そしてこの2つ の流れが融合 した と

ころに中国仏教が生み出されたのである。なぜこのように考えられるのか。まず,

イン ド仏教 にない論 と義を創 りだした中国仏教の確立者は,経 典の研鐙 と仏法の実

践の両方 に力 を尽 くした人々である。たとえば,般 若経典の注釈 ・経典 目録 の作

成 ・翻訳論の創出 ・仏教儀礼の整備を行った道安,念 仏三昧の義 と沙門不敬王者論

を創 出して盧山教団を組織 した慧遠,頓 悟成仏 と閲提成仏 の義を創 りだした道生}

物不遷論 ・不真空観 ・般若無知論 ・浬葉無名論 ・宗本義の五論を創 りだした僧肇,

等 々。

次に,互 いの関係 を見 ると,道 安 は仏図澄の弟子,慧 遠は道安の弟子,道 生は慧

遠の弟子であ り,そ のつ なが りをまとめる と仏図澄→道安→慧遠→道生 となってい

る。この中に,道 生 は僧肇 とともに鳩摩羅什の門下四聖の2人 でもある。 とくに道

生は,慧 遠 と羅什の共通の弟子であ り,2人 の高僧 の教 えを一身に受 け継いだので

ある。また,羅 什が国師の礼で亀一rf一か ら長安 に迎 え られたのは道安の薦めである。

しかし,羅 什が長安に入ったとき道安 はすでに没 していたため両者の出会いは叶わ

なかった。 しかし道安の弟子慧遠 と羅什は,往 復書簡を通 して 『大乗大義章』を創

りだすほど深 く交流した。このような人間関係が,中 国仏教は訳経や経典の研鐙 を

重視する流れと仏法の実践を重視する流れとの融合によって確立されたことをはっ

きりと示している。

中国仏教を確立するために道安が奮闘しているのと同様に,そ の同窓の僧朗 は,

仏図澄の教えを受けつ ぎ,泰 山で新 しい教団を立ち上げ㌧ 山東仏教を開いた。山東

仏教は羅什の訳出した経典に序を著 した僧叡 との交流があったが,大 規模 かつ事業

レベルには至 らなかった。この意味で山東仏教の源は,仏 法の実践 と教団の建設を

重視する仏図澄にあるといえる。その特徴 を次の3点 にまとめてみる。

① 山東 は,周 公(易 経や周礼を著述した)や 孔子等の先哲 の故郷であ り,儒 教 と道
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教の聖地であ り,黄 河文明の発祥地である。数千年にわたって積み重ねた伝統文化

の中に入 り込んだ仏教に対 しては,積 極 的な受容がな く,認 知が薄かった。儒教 と

道教が壁のような存在であり,山 東仏教はそれ をの り越 えることができなかった。

②山東仏教は仏法の実践と教団の建設を中心にした。そのため,新 しい論 と義の

創造に力 を注 ぐことができなかった。山東社会の実情にマッチする仏法の解釈を展

開できなかったことは,山 東仏教の特徴 を前面 に出せず,社 会受容 と大衆の理解 に

訴えるのにつながらなかった。

③山東が中心となる黄河流域では戦乱が頻発 し,民 衆が長期 に苦 しい生活にさら

された。山東仏教は,民 衆 を苦 しみか ら救 うため,霊 巌寺にアシ ョーカ王の生涯を

描いた浮彫群を造 り,王 の仏教帰依の事例 を用いて,中 原の君主たちに慈悲 による

治世 の仏教平和思想を広げた。

霊巌寺僻支塔を発掘すれば山東仏教の実像をさらに解明できる。これらの考古学

的成果に注目して今後はさらに研究を進めていきたい。また,隣iの 河南省 には少林

寺 という著名な寺院がある。霊巌寺 と少林寺との交流がどのようなものであったか

も今後の研究課題 としたい。

注

1)『 三国誌』・魏誌 ・魏略 ・西戎伝は次のような記述がある。「昔漢衷帝元寿元年,博 士弟

子景盧受大月氏王使伊存口授仏屠経」。す なわち,前 漢の哀帝の時,景 盧が大月氏の使

者伊存か ら仏教経典 のロ授 を受けた とい うことである。漢衰帝元寿元年は前2年,仏

屠経 は仏典の ことである。大月氏は西域にある遊牧民族であ り,旬 奴に追われてイ リ

地方に,そ の後 は烏孫 に追われてアム河畔に移 り,一・大国家 を建 てた。紀元前1世 紀

ごろ仏教 を信仰 していた。

2)『 高僧伝』 は中国をは じめ,朝 鮮,日 本における仏教の高僧たちの伝記集である。最初

の 『高僧伝』 は南朝梁の慧絞によって編纂 され,519年 に完成 された ものである。仏教

初伝か ら6世 紀初 の梁の武帝 までの高僧たちの列伝 とも称すべ き序録1巻 と本文13巻

の十四巻構・成 となっている。全体 は訳経 義解,神 異,習 禅,明 律,遺 身,諦 経 興

福,経 師,唱 導の10科 に分類 され,本 伝 に257人,附 見200余 人 とい う高僧たちの伝

記が収められていて,仏 教史研究 に不可欠の史書 となっている。

3)白 馬寺については,『高僧伝』巻一の初めの文に記述 されている。

4)鴻 臆寺は,漢 の時代か ら外 国来賓 の接待お よび朝貢などを司 った官役である。

5)北 魏の都 洛陽では,城 内の3分 の1が 寺院で占め られた とい う。その盛況は 『洛陽伽

藍記』に詳 しく記されている。

6)竿 融(?～197,後 漢末期の武将)は,広 陵 と彰城で3,000人 が修行で きるほどの大寺院を

建立 した。 また,毎 年の仏誕節である4月8日 には灌仏会 とい う盛大な法会を執 り行

い,寺 に至る者は5,000人 に達 したとされる。詳 しいことは 『三国誌 ・呉誌』 に記 され

ている。

7)寺 院の形態お よび殿堂配置につ いては次の文献 を参照 されたい。張偉然 ・顧 晶霞編

2007『 中国佛寺探秘』長春 出版社。井上暉堂2005『 お寺の しくみ』 日本実業出版社。
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寺院における仏塔の意味については次の文献 を参照されたい。杉本卓洲2007『 ブ ッダ

と仏塔の物語』大法輪閣。

8)安 世高(生 没年不明)は,後 漢の桓帝時代(147～167)に 渡来 した訳経僧である。安息国

(パルティア)の 皇太子位 を放棄 して出家,阿 毘曇 を学んだ。のち中国伝道 を志 し,147

年洛陽に至 り,以 来20余 年の問に 『安般守意経』等34部40巻 を訳出 した。後漢末の

戦乱期,安 世高は盧 山か ら予章に到 り東寺 を建立 した。 さらに,広 州をめ ぐり北上 し

て会稽 にまで来たとき,市 井の乱闘に巻 き込まれ殺 された。安世高の南進によって洛

陽や長安に集中 していた仏教 を南方 に広げたことが説かれている。

9)安 玄は安息国の僧である。後漢の霊帝末年,洛 陽に来た。安玄が梵語でロ述 して厳仏

調が受けて漢文で筆写 し,二 人は共同で 『法鏡経』 を訳出した。

10)支 婁迦C,ま た支識,も とは大 月氏の人である。後漢の霊帝の ときに洛陽に出て訳経

に専念 した。179年 に訳出 した 『道行般若経』 『般舟三昧経』 『首桝厳経』 は中国社会 に

大 きな影響を与えた。 また 『阿闇世王』 「宝積』 など十余部の仏典 も訳出 したが,残 存

していない。

11)支 曜は後漢の霊帝 ・献帝のとき 『成具定意』 『小本起』 などを訳出 した。

12)竺 仏朔 はイ ン ド人であ り,後 漢の霊帝の とき 『道行経』 を将来 し,洛 陽で訳経 を行っ

た。

13)康 孟詳は後漢の霊帝 ・献帝のとき洛陽で 「中本起』 『修行本起』 を訳出 した。

14)康 僧会は先祖は康居であ り,代 々イン ドに住んだ。10歳 で出家 し,学 問を好み,三 蔵

を理解 し,六 経 にも広 く通 じた。呉の赤烏十年(248),建 業(南 京)に 至 り,孫 権 と面

会 した。孫権 は感服 して,康 僧会のために建初寺を建 てさせた。康僧会は 『阿難念弥』

『鏡面王』 「察微王』 『梵皇経』な どを訳出 した。呉の孫晧は法令 を悪用 して寺院を破壊

しようとした。孫晧 は才弁にす ぐれた張翌 を派遣 して康僧会を詰問させたが,康 僧会

はこれを論破 した という。

15)『 出三蔵記集』は中国で訳出された三蔵に関する現存最古の経典 目録である。南朝梁の

僧祐(445～518)が 著 し,15巻 がある。まず仏経 と漢訳の起源を述べ,つ いで後漢か ら

梁代にいたるまでに訳 された仏典 の目録 を掲 げ,さ らに120編 におよぶ経典 の序 と後

記 を集録 し,最 後に訳経僧32人(う ち外国22人,中 国10人)の 伝記 を載せ ている。仏典

漢訳史における最重要資料の1つ である。

16)曇 桐迦羅は中イ ン ドの人であ り,家 は代 々富豪で,ひ と通 りイン ドの学問を修めた。

魏 の嘉平年間に洛陽に来た。多 くの中国僧 が戒律 に帰 していなかったことを見て,曇

祠迦 羅は 『僧祇戒心』 を訳出し,中 国に戒律 を広げた。

17)曇 帝は安息国の僧であ り,律 学 に詳 しい。魏の正元年間,洛 陽で 『曇無徳掲磨』 を訳

出した。

18)康 僧鎧は魏の嘉平末年,洛 陽で 『郁伽長者』など四部の経典を訳出した。

19)吊 延 は魏の甘露年間,『無量清浄平等覚経』 など六部の経典を訳出 した。

20)維 祇難はイ ン ド人である。出家 して僧 とな り三蔵の学問を受けて諸国を巡った。呉の

黄武三年(224),竺 律炎 と武昌で 「曇鉢経』 を訳 した。

21)鎌 田茂雄1987「 西域の大宣教者一仏図澄」 『大法輪』1987年1月 号38-43頁 。任継愈
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編,丘 山 ・岩城 ・河野他訳1994『 定本中国仏教史II』151-222頁,柏 書房。

22)道 安(312～385)は 中国南北朝時代 の僧である。仏弟子 は繹尊の"繹"を 姓 とすべ きで

ある として,釈 道安 と名乗った。仏図澄に学んだのち,戦 乱 を避 けて各地 を転 々と し

なが ら仏法の修行 と広布 に努め,晩 年 は前秦の符堅の尊信 を得て長安で過 ごした。般

若経典 を研究 し,瞑 想 を重視 し,教 団の規律 を整 え,経 典 目録 『綜理衆経 目録』 を作

成 し,数 百の弟子 を育成するな ど,中 国仏教発展 の基礎 を築いた。弟子 に盧 山の慧遠,

僧叡 らがいる。

23)鳩 摩羅什(344～413)は 中国を代表する訳経僧である。イ ンドの貴族の血を引 く父 と亀
一ｺ+一国の王族 の母 との問に生 まれた

。最初 は原始経典や小乗仏教 を学んだが,や がて大

乗に転向 して中観派の諸論書 を研 究。384年,亀 弦 国を攻略 した呂光の捕虜 とな り,

401年 に後秦の挑興に国師の礼で長安に迎えられた。鳩摩羅什は仏図澄 と違い,持 戒や

習禅 よりも仏典の翻訳 と講義に全力 を傾け,74部384巻 の大乗仏典 を訳出 した。その

翻訳は,新 しい文学 と哲学の金字塔であると評価 された。

24)鎌 田茂雄1987「 山東仏教の開祖 ・泰山僧朗」『大法輪』1987年4月 号90-95頁 。任継

愈編,丘 山 ・岩城 ・河野他訳1994『 定本中国仏教史H』151-222頁,柏 書房。

25)霊 巌寺 については次の文献 を参照 されたい。霊巌寺編集委員会1999「 霊巌寺』文物 出

版社。房澤水編2000『 霊巌遊翰輯古』中国文聯出版社。劉継文2005『 済南神通寺』 山

東友誼出版社。

26)西 晋の大康2年(281),慧 達が山中でアシ ョーカ王が建 てた8万4000の 塔 の1つ とい

われる古塔を発見 し,滅 罪のために一寺 を建立 した。435年 にカシミールか ら来た曇摩

蜜多が寺塔 を建立 して広利寺 と称 した。また,522年 に武帝が広利寺 を修復 してアショ

ー カ王山広利寺 と命名 した。 この点 については,『禅宗小事典』(石川力山編 法蔵館

1999)を 参照 されたい。
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